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人のうごき（２月２9日現在）

総人口

　１０，１１８人　男 4,867人／女 5,251人

前月比

　－１０人　　　　　男 －2／女 －8

　○出生　　 １人 　○死亡　　17人
　○転入　　34人 　○転出　　28人

総世帯数

　４，４５８世帯　　前月比　＋４

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

　「緑川スポーツフェスタ
ｉｎ こうさ２０２４」スポー
ツ体験ゾーンの「ボルダリン
グ」の様子。
　どの子も壁を乗り越える 
べく一生懸命でした。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

instagram
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令
和
５
年
度　
甲
佐
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
、
力
強
い
一
歩
。

■
旅
立
ち
の
日
に

　
３
月
９
日
（
土
）
甲
佐
中
学
校

で
令
和
５
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

が
行
わ
れ
、
卒
業
生
91
人
が
母
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
規
模
が
縮
小
さ
れ
た

卒
業
式
は
５
年
ぶ
り
に
在
校
生
ら

が
参
加
す
る
形
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
保
護
者
や
恩
師
ら
が
見

守
る
中
、
壇
上
に
上
が
っ
た
卒
業

生
に
西
本
仁
史
校
長
か
ら
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
に
向
け
て
西
本
校
長
は

「
今
後
出
会
う
で
あ
ろ
う
た
く
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
人
々
と
の
良
い

縁
を
生
か
し
、
豊
か
な
人
生
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま

す
。」
と
卒
業
生
を
慈
し
む
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
田
上
教
育
長
は
「
今
現
在
の
全

力
投
球
の
積
重
ね
が
、
皆
さ
ん
の

未
来
。
夢
を
持
ち
、
現
在
に
全
力

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
熱

い
エ
ー
ル
。

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
本
田
結
羽

さ
ん
（
下
横
田
区
）
が
「
み
ん
な

が
い
て
く
れ
た
か
ら
、
楽
し
く
て

充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
な
に
げ
な
い

日
常
を
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。」

と
仲
間
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
91
人
は
、
自
ら
選
ん

だ
道
を
進
ん
で
行
き
ま
す
。

１_出席者に見守られ、少し緊張した面持ちで
入場する卒業生たち。
２・３_在校生や来賓が参加した式典は５年ぶ
り。在校生たちは、共に中学校生活を過ごした
先輩たちの晴れ姿を真剣な表情で見つめる。
４・５・６_ 西本校長から卒業証書を受け取る卒
業生たち。寂しそうな顔も、嬉しそうな顔も。
７_甲佐中学校での３年間を振り返りながら感
謝と仲間たちへの想いを伝える本田結羽さん。
８・９_全員合唱曲「ふるさと」、卒業生合唱「正
解」の 2曲を歌いあげる。
10_仲間たちとの別れに悲しみつつも、胸を張っ
て会場を後にする。
11_ 中学校生活最後のホームルーム。仲間と中
学校で過ごす最後の時間。
12_ 卒業生が旅立ち、昨日までにぎやかだった
教室も今は静か。

１１２２３３

４４５５

６６

７７

８８

９９

1010

1111

1212
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▲多くの屋台と見物客で賑わいをみせる商店街 ▲ゴール地点のびぷれす広場前で記念撮影に応じる後藤選手

　３月１０日（日）甲佐町商店街を会場に、第353回
甲佐町初市が５年ぶりに開催されました。春の訪れを
知らせる伝統の行事は、甲佐町商工会が主催。開催日
を１日に縮小し開催されたものの、約20店の露店が
立ち並びました。シイタケのコマ打ち体験や、商工会
女性部によるぜんざいやぶた汁の販売も行われ、商店
街は多くの見物客などで賑わいをみせました。

甲佐町初市５年ぶりの開催
春の伝統行事「第353回甲佐町初市」

　２月11日（日）天草市役所前をスタート熊本市の
びぷれす広場前をゴールとし、第50回郡市対抗熊日
駅伝が行われました。上益城郡の代表として本町から
は、6名の選手がメンバー入りし、5区後藤悠月選手

（甲佐中2年・船津区）と13区薮田舷希選手（甲佐中
3年・芝原区）の2名が出場。5区の後藤選手は区間賞
の走りで順位を2つあげ、チームに貢献しました。

本町選手が郡市対抗駅伝で快走
第50回郡市対抗熊日駅伝

こうさ の 話題

▲九州大会で MF としてグラウンドを駆け回る馬場選手 ▲設立50年を祝う式典参加者

　３月２日～３日に鹿児島県で開催された「フジパン
CUP 第55回九州 U-12サッカー大会」に馬場美蘭選
手（エスペランサ熊本 U-12・有安区）が出場。チー
ムは惜しくも敗戦しましたが１ゴールを挙げる活躍を
見せました。馬場選手は「ジュニアで最後の公式戦で
した。中学ではもっと上手くなってこれ以上の舞台に
上がれるよう頑張ります。」と話しました。

馬場選手がサッカー九州大会に出場
KYFA 2024 フジパン CUP 第55回九州 U-12サッカー大会

　2月24日（土）にやな場で甲佐町バレーボール協会
（村上洋一会長）設立50周年記念式典が開催されまし
た。同協会は昭和48年10月の設立から50年の長きに
わたり、本町のバレーボール競技の振興に寄与。式典
には甲佐町長、上益城郡バレーボール協会会長、甲佐
町教育長なども出席。歴代会長や10年以上勤めた役
員など11名への表彰が行われました。

設立から50年の節目を祝う
甲佐町バレーボール協会設立50周年記念式典
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こうさの旬な情報を発信！

▲青空の見えるロケーションでテントサウナを楽しむ ▲田中校長から卒業証書を受け取る卒業生

　３月９日（土）COMMON IDOE を会場に、テン
トサウナイベントが開催されました。イベントは、緑
川流域特有の資源を活かした地域振興を目的に、流域
自治体などが主催。参加者は、晴天のなかテントサウ
ナで汗を流したほか、バードコール作りやロックバラ
ンシング、サウナ好きミュージシャンによる野外ライ
ブ等、緑川流域でのアウトドア体験を楽しみました。

大自然に囲まれて「ととのう」
緑川流域 PR イベント「Free Tent Sauna」

　令和６年３月１日（金）甲佐高校令和５年度卒業証
書授与式が執り行われました。今年度は、普通科５人、
福祉教養コース１０人、ビジネス情報科の１３人に田
中康一郎校長から卒業証書が手渡されました。コロナ
禍で縮小されていた式典も４年ぶりに通常開催され、
在校生や来賓に囲まれた卒業生たちは、暖かい雰囲気
の中、３年間を過ごした母校を巣立っていきました。

甲佐高校３年生２８人の門出
甲佐高等学校令和５年度卒業証書授与式

▲内水対策や流域治水に関する協議・調整を行う対策会議 ▲拡張心音計を使って、犬の心音を聴く白旗小の児童

　1月29日 ( 月 ) に甲佐町生涯学習センターで、第4
回「緑川竜野川内水対策会議」が開催されました。同
会議は、国土交通省熊本河川国道事務所および熊本県、
甲佐町が、緑川と竜野川の合流点付近などの現状を共
有し浸水被害などを軽減するための対策を推進するこ
とを目的として設立。今回は、豪雨被害の状況の報告
や流域治水に関する協議・調整が行われました。

浸水被害軽減などの対策を推進
第4回「緑川竜野川内水対策会議」

　３月12日（火）に白旗小学校体育館で、「動物を介
した命の教室」が実施されました。同教室は、犬との
正しいふれあいを通じて、人と動物が共存できる地域
づくりを目指して熊本県動物愛護センターが開催。児
童たちは、着ぐるみを使って犬の習性や行動を学習し
たほか、心音計で犬の心音を聴くことで、人も動物も
同じ命ある生き物であることを学びました。

動物とふれあい命の大切さを学ぶ
令和５５年度「動物を介した命の教室」
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　4月4日は甲佐町フィットネスセン
ターの開館記念日です。町民の皆様が
施設を無料でご利用いただけるよう、
4月4日 ( 木 ) から4月10日 ( 水 ) まで
の1週間、施設利用料を無料とします。

（※無料でのご
利用はおひとり
様１回限り )
　フィットネス
センターには、
常時健康運動指
導士または実践
指導者が勤務し

ており、気になる箇所の運動指導はも
ちろん、リハビリ目的でのご利用も可
能です。
　さらに、教室プログラムは午前・午
後・夜間に実施しております。無料開
放期間中もご参加いただけますので、
ぜひご利用ください。お待ちしており
ます。
●無料開放期間
４月４日（木）～４月10日（水）
※教室プログラムの内容と実施時間帯
については、フィットネスセンターに
お問い合わせください。

Health
瀬﨑　由佳　さん
（ 管理栄養士 ）健康だより

日々の運動習慣を応援するアプリを紹介します！

那須　賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲甲佐町フィットネスセンターに
　　　　　　　　　　　　ぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

甲佐町フィットネスセンター無料開放！

今月の紹介者

　4月になると気候も暖かくなり、そろそろ体を動かそ
うかなと思われている方も多いのではないでしょうか。
今回は、日々の運動や個人の健康づくりの取り組みを応
援するアプリ「もっと健康 ! げんき ! アップくまもと」
をご紹介します。

●「もっと健康 ! げんき ! アップくまもと」とは ?
　熊本市が開発したアプリで、活用を
希望した市町村の住民が利用できます。
スマートフォンにアプリをダウンロー
ドすると毎日の歩数などに応じ、ポイ
ントが付与されます。ポイント数に応
じて抽選会に参加できるなど楽しく運
動を続けられる機能や仕組みもありま
すのでぜひご活用ください。

●ポイントを利用して抽選会へ参加しよう !
　抽選会の商品は、アプリを活用している市町村の名産
品などで、貯めたポイントのランクごとに希望の商品に
申し込むことが可能です。
< 令和6年度の抽選会の実施時期 >
・上半期　9月上旬予定

・年度末抽選会　2月下旬予定

●毎日の運動や健診でお得にポイントをゲット !
　毎日の運動や健康記録 ( 体重・血圧 )、健診の受診な
どでもポイントを獲得できます。
< その他のポイントの獲得例 >
・ポイントを獲得できる町のイベントに参加
・甲佐町フィットネスセンターの利用　など 

●その他
　アプリのダウンロード・利用方法など詳
細は「もっと健康 ! げんき ! アップくまも
と」ホームページをご覧ください。→

●食後の運動でスリムな体をゲットしよう !
　食後30分～1時間の血糖値が上がってくるタイミング
で、10分でも体を動かすと筋肉で糖が消費されて余分
な糖が血液に残りにくくなり、体重や内臓脂肪を効果的
に減少させることができます。ぜひアプリを活用してス
リムな体とポイントの
両方をゲットしましょ
う !

●お問い合わせ先
　甲佐町健康推進課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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月　日 当番医 電話番号

４月７日 小 屋 迫 病 院 096-234-0165

４月14日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

４月21日 谷 田 病 院 096-234-1248

４月28日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

池上　紗
さ ら

楽 ちゃん（６歳）
　父・栄一 さん　
　母・利沙 さん　（大町区）

　保育園最後の発表会で
　　　　　白雪姫頑張りました！

　 ４か月児健診

　　４月18日（木）　午前９時

　　５月16日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　４月18日（木）　午前10時

　　５月16日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　４月５日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　５月14日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　４月19日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　５月14日（火）　午後１時20分

４月・５月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　４月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

３日（水） 　開所日　身体測定 ( 身長・体重 )
５日（金） 　お散歩
８日（月） 　砂場遊び
10日（水） 　おやつ作り ( 要予約 )
12日（金） 　手形・足形
15日（月） 　シール遊び
17日（水） 　牛を見に行こう
19日（金） 　鯉のぼり作り
22日（月） 　タオル遊び
24日（水） 　園庭遊び
26日（金） 　製作

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午
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■
入
園
・
入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の

「
利
用
者
カ
ー
ド
」
は
、
小
学
校
一
年
生

以
上
で
お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
新
一
年
生
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
自
分
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
っ

て
、
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
今
月
は
新
入
学
の
み
な
さ
ん
に
お
す
す

め
の
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
学

校
の
こ
と
が
わ
か
る
本
や
、
楽
し
い
物
語

の
絵
本
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
甲
佐
町
出
身
の
児
童
文
学
作
家
・

丘
修
三
さ
ん
の
「
い
ち
ね
ん
せ
い
の
が
っ

こ
う
た
ん
け
ん
」
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
４
月
11
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

火事で母を失った 11歳の少年・眞人は、
なぞの青サギに導かれ、別世界に足を踏
み入れた。そこは、死が終わり、生が始
まる、ふしぎな場所で…。宮崎駿監督
10年ぶりの長編アニメ「君たちはどう
生きるか」のアニメ絵本です。

中 2の夏休みの始まりに幼なじみの成
瀬がまた変なことを言い出した。コロナ
禍、閉店を控える西武大津店に毎日通い、
中継に映るという。さらにはＭ -1 に挑
み、実験のため坊主頭に…。読むと元気
をもらえる傑作青春小説です。

夜の学校。プールに放たれた金魚。だれ
が、なんのために？4年1組の辻堂天馬・
柚木陸・神山美鈴、通称「ミステリトリ
オ」が先生の依頼で動き出す！作家・知
念実希人による児童書本格ミステリ。大
人が読んでも面白い一冊。

寛容論が浸透したもう一つの日本で、新
しい刑務所が建てられることに。犯罪者
に寛容になれない建築家・牧名沙羅は、
仕事と信条の乖離（かいり）に苦悩しな
がら、パワフルに未来を追求する…。第
170回芥川賞受賞作品。

「下水道に怪物がいる」と信じるスリに
巻き込まれ、ジオとケイは、ナノサイズ
に小さくなるヒポクラテス号に乗り込
み、一緒に下水道に流されてしまう…。
汚物や有毒ガスから無事にサバイバルで
きるのか？楽しく読める科学漫画。

小説 児童書

ファラオの密室
　白川 尚史 著／宝島社

君たちはどう生きるか
宮崎 駿 原作・脚本・監督／徳間書店

成瀬は天下を取りにいく
　宮島 未奈 著／新潮社

東京都同情塔
　九段 理江 著／新潮社

放課後ミステリクラブ1
　知念 実希人 著／ライツ社

下水道のサバイバル
ポドアルチング 著／朝日新聞出版

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

紀元前 1300 年代後半、古代エジプト。
死んでミイラにされた神官のセティは、
心臓に欠けがあるため冥界の審判を受け
ることができず、欠けた心臓を取り戻す
ために地上に舞い戻るが…。第22回「こ
のミステリーがすごい！」大賞受賞作品。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲新入学のみなさんにお勧めのコーナー
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2
月
17
日(

土)

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
、「
令
和
5
年
度
甲
佐
町
人
権
教

育
映
画
上
映
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
上
映
会
は
、
住
民
や
企
業
な
ど
に
部
落

差
別(

同
和
問
題)

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
甲
佐
町
人
権
教
育
推

進
協
議
会(

田
上
浩
輝
会
長)

が
開
催
。
町

民
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
、
企
業
、
教
職
員
な
ど

85
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

【「
破
戒
」
の
あ
ら
す
じ
】

　

主
人
公
の
瀬
川
丑
松(

せ
が
わ
う
し
ま

つ)

は
、
自
分
が
被
差
別
部
落
出
身
と
い
う

こ
と
を
隠
し
、
地
元
を
離
れ
、
あ
る
小
学
校

の
教
員
と
し
て
奉
職
す
る
。
彼
は
そ
の
出
身

を
隠
し
通
す
よ
う
亡
き
父
か
ら
強
い
戒
め
を

受
け
て
い
た
。
生
徒
に
慕
わ
れ
る
良
い
教
師

と
な
っ
た
が
、
出
自
を
隠
し
て
い
る
こ
と
に

悩
み
、
学
校
で
は
丑
松
の
出
自
に
つ
い
て
の

疑
念
も
抱
か
れ
始
め
、
立
場
は
危
う
い
も
の

に
な
っ
て
い
く
。
苦
し
み
の
な
か
丑
松
は
、

被
差
別
部
落
出
身
の
思
想
家
・
猪
子
連
太
郎

(

い
の
こ
れ
ん
た
ろ
う)

に
傾
倒
し
て
い
く

が
、
丑
松
は
猪
子
に
す
ら
、
自
分
の
出
自
を

告
白
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
猪
子
の
演
説
会
が
開
か
れ
、「
人
間
は

み
な
等
し
く
尊
厳
を
も
つ
も
の
だ
」
と
い
う

猪
子
の
言
葉
に
丑
松
は
強
い
感
動
を
覚
え
る

が
、
猪
子
は
演
説
後
、
政
敵
の
放
っ
た
暴
漢

に
襲
わ
れ
る
。
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
丑
松
は
あ
る
決
意
を
胸
に
教
え
子
た
ち

が
待
つ
最
後
の
教
壇
へ
立
と
う
と
す
る
。 

　
参
加
者
か
ら
は
、「
多
様
性
を
重
視
さ
れ

る
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
偏

見
が
あ
る
。『
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
』
こ

と
を
自
分
自
身
に
戒
め
る
良
い
機
会
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
な
ど
と
た
く
さ

ん
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。  

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲映画「破戒」に見入る参加者たち

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

令
和
５
年
度
甲
佐
町
人
権
教
育
映
画
上
映
会
を
開
催

　町公民館では、４月20日（土）町生涯学習センター・
ホール及びギャラリーモールにて、公民館自主講座学習発
表会を開催します。
　ステージ発表では、大正琴、フラダンス、ひまわりダン
ス、オカリナ、社交ダンス、健康太極拳、３Ｂ体操、ア
コースティックギター、レクレーションダンス、相撲甚句、
キッズダンス、町民コーラスの各団体が日頃の練習成果を
披露。ギャラリーモール展示では、パッチワーク、水彩画、
水墨画、書道、ペン字教室、木工教室が受講者の自慢の作
品などを展示します。
　新しいことを始めたい方、趣味を見つけたい方にぜひご
覧いただきたい発表会です。お友達やご近所のみなさんお
誘いあわせのうえご来場ください。
開催日時：４月20日（土）午前９時30分～
会場：町生涯学習センター・ホール及びギャラリーモール

町公民館主催
公民館自主講座学習発表会を開催します

　町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ
　
　「ちぎり絵展示」
　●期　　間　４月１日（月）～４月１４日（日）

　「公民館自主講座学習発表会作品展示」
　●期　　間　４月 20日（土）～５月１９日（日）

community learning center

৊მ࠵
Ⱥɢɤ

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲昨年の公民館自主講座学習発表会の様子
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医
療
法
人
谷
田
病
院
に
お
い
て
、

医
療
と
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
が
あ
り
、

横
浜
市
の
大
学
で
看
護
、
栄
養
、
経

営
な
ど
を
学
ぶ
４
人
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
谷
田
病
院
事
務
部
長
の

藤
井
将
志
氏
が
横
浜
市
の
大
学
で
医

療
経
営
に
関
す
る
ゲ
ス
ト
講
師
を
務

め
た
こ
と
が
縁
で
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
志
望
。

　

約
２
週
間
の
期
間
中
は
、
病
院
が

所
有
す
る
古
民
家
寮
に
宿
泊
し
つ
つ
、

講
義
や
実
習
を
通
し
自
身
の
専
攻
分

野
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
の
現
場
だ
け
で
な
く
、

谷
田
病
院
が
行
う
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、
町

内
各
所
を
視
察
。
商
業
施
設
で
の
研

修
や
農
作
業
に
も
従
事
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
1
人
は
「
効
率
化
さ
れ
た

シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
医
療
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

患
者
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
か
と
い
う

点
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
住
民
と

の
距
離
が
近
く
、
地
域
と
病
院
が
密

に
連
携
し
て
い
る
印
象
を
受
け
、
価

値
観
が
一
変
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
４
人
は
、
医
療
業
界
な
ど
へ

の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

▲インターンシップ中の病院での講義（上）と
　COMMON IDOE での研修（下）の様子

谷
田
病
院
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ

医
療
と
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

　
２
月
29
日
（
木
）
甲
佐
高
校
体
育
館
で
、

卒
業
生
を
送
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
卒
業
式
に
出

席
で
き
な
か
っ
た
１・２
年
生
か
ら
お
世
話

に
な
っ
た
先
輩
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
あ

ら
わ
し
た
い
と
い
う
趣
旨
で
３
年
前
に
始

ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
１・２
年
生
も

卒
業
式
に
は
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
在
校
生
た
っ
て
の
希
望
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
は
３
年
生
に
は
前
も
っ
て
知
ら
せ
ず
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
実
施
。
一
旦
卒
業
式
の
予

行
を
終
え
た
３
年
生
が
、
あ
ら
た
め
て
入

場
の
練
習
と
言
わ
れ
て
体
育
館
に
戻
る
と
、

「
こ
れ
か
ら
卒
業
生
を
送
る
会
を
は
じ
め
ま

す
」
と
教
頭
先
生
が
挨
拶
。

　
生
徒
会
と
先
生
方
に
よ
る
ダ
ン
ス
で
幕

が
開
け
る
と
、
各
ク
ラ
ス
や
職
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
学
校
生
活
を
振
り
返
る
動

画
の
上
映
や
、在
校
生
と
職
員
に
よ
る
「
３

月
９
日
」
の
合
唱
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

途
中
で
在
校
生
が
卒
業
生
へ
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
は
生
徒
会

長
が
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
閉
会
し
ま

し
た
。

　
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
大
成
功
し
、
ダ
ン
ス
は

卒
業
生
も
立
ち
上
が
り
熱
狂
。
動
画
上
映

や
合
唱
中
は
卒
業
生
の
多
く
が
感
動
で
涙

ぐ
み
、
卒
業
生
・
在
校
生
双
方
に
と
っ
て

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
で
在
校
生
た
ち
に
よ
る

卒
業
生
を
送
る
会
が
開
催

▲在校生たちによる合唱に聞き入る卒業生（上）と
　学生生活を振り返る動画を視聴する卒業生（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 13

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041
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　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R6.4 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
3/31

 町消防団出初式
 （総務課）

１

 口座振替日
 （税務課）
 

２
 行政区配達 
 （総務課）

３
 

４
 消費生活相談
 （福祉課）

５
 春の全国交通安全
 運動出発式
 （くらし安全推進室）

６
 

７
 

８
 法律・人権・行政相談 
 （福祉課）
 

９
 各小中学校入学式

10
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （住民生活課）

11
 消費生活相談
 （福祉課）
 

12
 

13
 

14
 マイナンバーカード
 休日窓口（要予約）
 （住民生活課）

15
  心配ごと相談 
 （福祉課）

16 17
 認知症についての
 相談会と家族の集い
 （福祉課） 

18
 消費生活相談
 （福祉課）

19
 

20
 

21
 

22
 

23
 

24
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （住民生活課）

25
 消費生活相談
 （福祉課）

26
 

27
 

28 29
 「緑川の日2024」
 の一斉清掃
 （環境衛生課）

30
 口座振替日
 （税務課）
 夜間窓口
 （税務課）
 納期限
 （税務課）

5/1

 行政区配達 
 （総務課）
 

5/2

 消費生活相談
 （福祉課）

5/3

 

5/4
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■�

令
和
６
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
１
人
あ
た
り
の
保

険
料
は
、
皆
さ
ん
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
個
人
の
所
得
に
応
じ
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
で
算
出
し
て
い
ま
す
。
上
限

額
は
80
万
円
で
す
。

▼
均
等
割
額

　
年
額
５
万
８
０
０
０
円

▼
所
得
割
額

　
総
所
得
金
額
等
（
基
礎
控
除
後
）
×

　
10
・
98
％

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　
所
得
が
低
い
人
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
世
帯
（
被
保
険
者
全
員
と
世
帯

主
）
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
で
判
定
し

ま
す
。

▼
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
と
対
象
世
帯

●
７
割
軽
減

　
43
万
円
＋
（
10
万
円
×
「
給
与
・
年
金
所

得
者
の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」）
以
下
と

な
る
世
帯

●
５
割
軽
減

　
43
万
円
＋
「
29
万
５
０
０
０
円
×
世
帯
の

被
保
険
者
数
」
＋
（
10
万
円
×
「
給
与
・
年

金
所
得
者
の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」）
以

下
と
な
る
世
帯

●
２
割
軽
減

　
43
万
円
＋
「
54
万
５
０
０
０
円
×
世
帯
の

被
保
険
者
数｣

＋
（
10
万
円
×
「
給
与
・
年

金
所
得
者
の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」）
以

下
と
な
る
世
帯

※
「
給
与
・
年
金
所
得
者
の
数
」
と
は
給
与

収
入
が
55
万
円
超
ま
た
は
年
金
収
入
が

１
２
５
万
円
超
（
65
歳
未
満
の
場
合
は
年
金

収
入
が
60
万
円
超
）
の
合
計
人
数

●
被
扶
養
者
軽
減
（
被
用
者
保
険
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
軽
減
）

　
制
度
加
入
の
月
か
ら
２
年
間
は
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
所
得
割
額
は
か

か
り
ま
せ
ん
）

■
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
ご
確
認
を

　
４
月
か
ら
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
仮
徴
収
と
は
、
本
年
度
の
保
険
料
額
が
決

定
す
る
７
月
よ
り
前
に
、
仮
の
金
額
と
し
て

年
金
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
す
。
前
回
徴
収

し
た
保
険
料
額
を
基
準
と
し
て
、
４・
６・
８

月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
仮
徴
収

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

仮
徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　
町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を

対
象
に
、
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療

を
受
け
る
場
合
に
利
用
で
き
る
治
療
券
（
１

人
あ
た
り
１
０
０
０
円
の
５
枚
）
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。
必
要
な

人
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
準
備
し
、
町
住
民
生
活
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　
令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

■
医
療
機
関
の
適
正
な
受
診
な
ど
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼�
重
複
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気
で
同
時
期

に
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
で
す
。

受
診
の
た
び
に
初
診
料
が
必
要
で
、
医
療
費

が
高
額
に
な
り
、
検
査
や
投
薬
を
繰
り
返
す

た
め
体
に
負
担
も
か
か
り
ま
す
。

▼
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
な
ど
の
診
療
時
間
外
の
受
診

は
、
医
療
費
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
患
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け

時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
あ
な
た
の
健
康
状

態
な
ど
を
把
握
し
て
、
健
康
管
理
全
般
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
医
師
の
こ
と
で
す
。
か
か

り
つ
け
医
を
持
て
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も

安
心
で
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
安
全
性
も
効

き
目
も
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
新
薬
に
対
し
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
症

状
に
よ
っ
て
は
適
さ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼�

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
お
薬
手
帳
は
使
っ
て
い
る
薬
な
ど
を
記
録

し
て
お
く
も
の
で
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ

せ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
病
院
や
薬
局
に
行
く
と
き
は
必
ず

持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

令和６年度後期高齢者
医 療 保 険 の お 知 ら せ

詳しくは町住民生活課におたずねください
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国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
の
際

に
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後

期
間
」
と
い
う
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
産
前
産
後
期
間
と
認
め
ら
れ

た
場
合
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
際
に
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上

の
出
産
を
い
い
（
死
産
、
流
産
、
早
産
の
場

合
を
含
み
ま
す
）。

※
平
成
31
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

▼
申
請
方
法

　
申
請
書
類
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
町
住

民
生
活
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
免
除

を
希
望
す
る
人
は
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
提
出
可
能
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

●
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合

　
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
お
よ
び

胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

●
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

　
町
で
出
産
日
な
ど
が
確
認
で
き
る
人
は
申

請
不
要
で
す
。（
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯

で
あ
る
場
合
を
除
く
）

●
死
産
な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合

　
死
胎
埋
火
葬
許
可
証
や
医
師
な
ど
が
作
成

し
た
死
産
証
明
書
な
ど
分
娩
日
お
よ
び
胎
児

数
が
確
認
で
き
る
も
の

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
１
）

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

詳しくは町住民生活課までお尋ねください

今
年
度
の
健
診
・
検
診
の
申
し
込
み
は
４
月
22
日(

月)

ま
で

■�

健
診
・
検
診
の
申
し
込
み
は

　
４
月
22
日
（
月
）
ま
で

　
町
で
は
、
令
和
６
年
度
の
健
診
や
検
診
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
各
健
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
４
月

22
日
（
月
）
ま
で
に
「
健
診
希
望
調
査
票
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
節
目
健
診

●
期
間　
６
月
～
12
月

●
場
所　
日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
、
高
野
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で

35
歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳

を
迎
え
る
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▼
特
定
健
診
・
若
者
健
診
・
が
ん
検
診

　
（
７
月
集
団
健
診
）

●
期
間　
７
月
２
日
（
火
）
～
８
日
（
月
）

●
場
所　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
20
歳
～
74
歳
の
町
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
40
歳
～
74
歳
の
社
会
保
険
被

扶
養
者
等
も
受
診
可
）

▼
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診

　
（
８
月
集
団
健
診
）

●
期
間　
８
月
23
日
（
金
）
～
26
日
（
月
）

●
場
所　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
被
保
険
者

▼
が
ん
検
診
（
12
月
集
団
検
診
）

●
期
間　
12
月
４
日
（
水
）
～
８
日
（
日
）

●
場
所　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
20
歳
以
上
の
女
性
お
よ
び
40
歳

　
以
上
の
男
性

　
詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た
「
甲
佐

町
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
町
健
康
推
進
課

　
（
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

産前産後期間は国民
年金保険料が免除に

町の健診を受けて身体の
状態をチェックしましょう

申 込 み は 町 健 康 推 進 課 ま で
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お
知
ら
せ

甲
佐
町
中
心
市
街
地
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
募
集

　
町
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
募
集
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
町
地
域
振
興
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
要
件

・
中
心
市
街
地
で
店
舗
を
経
営
さ
れ
て
い

る
人
、
ま
た
は
中
心
市
街
地
活
性
化
に
興

味
の
あ
る
甲
佐
町
在
住
の
人

▼
募
集
期
間

　
４
月
４
日
（
木
）
～
４
月
18
日
（
木
）

▼
開
催
回
数

　
９
回
程
度
（
５
月
～
12
月
）

▼
時
間
帯

　
平
日
の
２
時
間
程
度

※
募
集
人
数
は
十
数
名
程
度
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
事
務
局
に
て
選
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
地
域
振
興
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

４
月
29
日
は
緑
川
の
日
一
斉
清
掃

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
毎
年
４
月
29
日
は
「
緑
川
の
日
」

　
九
州
山
地
に
源
を
発
し
、
甲
佐
町
の
中

心
部
を
流
れ
る
緑
川
は
、
歴
史
と
文
化
に

彩
ら
れ
た
誇
る
べ
き
ふ
る
さ
と
の
川
で
す
。

　
本
年
度
も
「
緑
川
の
日
一
斉
清
掃
」
で
、

緑
川
の
清
流
を
取
り
戻
し
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

流
域
す
べ
て
の
人
々
が
共
に
美
化
活
動
を

行
い
、
活
動
を
通
じ
て
自
然
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
29
日
（
月
）

　
午
前
８
時
～
午
前
９
時

▼
清
掃
場
所

　
当
日
は
、
全
18
か
所
で
ご
み
袋
と
軍
手

を
配
布
し
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
参

加
さ
れ
る
人
は
、
お
近
く
の
清
掃
場
所
で

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
場
所
・
ご
み
集
積

場
所
の
詳
細
は
→

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

建
物
を
新
築
・
増
築
す
る
と
き
建
築

確
認
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
７
年
４
月

か
ら
、
す
べ
て
の
建
物
に
つ
い
て
省
エ
ネ

基
準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
次

の
木
造
建
築
に
つ
い
て
は
、
建
築
確
認
手

続
き
が
町
内
全
て
の
区
域
に
お
い
て
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

▼
木
造
２
階
建
て
、
ま
た
は
２
０
０
㎡
を

　
超
え
る
木
造
平
屋
建
て

※
非
木
造
建
築
は
改
正
前
か
ら
同
様
の
取

扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
→

ま
た
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
土
木
部
建
築
住
宅
局
建
築
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
３
４

仕
事
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

相
談
を
受
け
て
い
ま
す

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
で

は
、
仕
事
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
利
用
料
無
料
、
予

約
制
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

・
再
就
職
を
希
望
す
る
人

・
就
職
氷
河
期
世
代
の
人

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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・
若
年
者
の
人
（
学
生
含
む
）

※
求
職
活
動
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
平
日
午
前
10
時
～
17
時

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▼
場
所

　
上
益
城
地
域
振
興
局
２
階

　
（
御
船
町
辺
田
見
３
９
６
‐
１
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

　
（
熊
本
県
地
域
無
料
就
労
相
談
窓
口
）

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
０
１
３

児
童
扶
養
手
当
の
額
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭(

ひ
と

り
親
家
庭
等)

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
令
和
６
年
度
の
手
当
額
（
月
額
）

●
対
象
児
童
が
１
人
の
と
き

　
全
部
支
給
さ
れ
る
場
合

　
４
万
５
５
０
０
円

　
一
部
支
給
さ
れ
る
場
合

　
４
万
５
４
９
０
円
～
１
万
０
７
４
０
円

●
対
象
児
童
が
２
人
の
と
き
（
加
算
額
）

　
全
部
支
給
さ
れ
る
場
合

　
１
万
０
７
５
０
円

　
一
部
支
給
さ
れ
る
場
合

　
１
万
０
７
４
０
円
～
５
３
８
０
円

●
対
象
児
童
が
３
人
以
上
の
と
き
（
３
人

目
以
降
の
児
童
１
人
あ
た
り
の
加
算
額
）

　
全
部
支
給
さ
れ
る
場
合

　
６
４
５
０
円

　
一
部
支
給
さ
れ
る
場
合

　
６
４
４
０
円
～
３
２
３
０
円

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
ま
い
を
確
保
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

・
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住
の
用
に
供
さ

　
れ
て
い
る
も
の

・
階
数
が
3
階
以
下
の
木
造
住
宅
（
併
用

　
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

　
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

　
も
の
、
ま
た
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に

　
よ
り
被
災
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
確

　
認
で
き
る
も
の

・
建
築
基
準
法
に
違
反
し
な
い
も
の

・
過
去
に
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

　
な
い
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が

　
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の

▼
対
象
者

　
住
宅
の
所
有
者
で
、
税
金
な
ど
の
滞
納

が
な
い
者

▼
補
助
内
容

①
耐
震
診
断
費
補
助

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
（
補
助
限
度
額
８
万
６
０
０
０
円
）

②
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
一
括

　
補
助
対
象
経
費
の
80
％
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

③
建
替
え
設
計
・
建
替
え
工
事
一
括

　
補
助
対
象
経
費
の
80
％
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

▼
申
し
込
み
期
限

　
11
月
29
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付

　
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
補
助
事
業
を
申
請
す
る
場
合
は
、
町

　
建
設
課
へ
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
　
（
内
線
１
６
８
）

くらしの情報

町税などの滞納処分（２月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ３件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 195,179円

taxtraffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ０

原 野 12 ＋２

そ の 他 12 ０

合 計 件 数 27 ＋２
３月15日現在

fire prevention

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

支

援

し

て

い

ま

す

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
2月 年累計

人 身 事 故 ０ ０

物 損 事 故 11 26

盗 難 な ど ０ 0

2月29日現在
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ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬

危
害
防
止
に
つ
い
て

　　
ミ
ツ
バ
チ
は
、
果
樹
類
や
い
ち
ご
、
メ

ロ
ン
、
す
い
か
等
の
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
に
不
可
欠
で
、
農
業
生
産
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が
始
ま

り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花
粉
を
求
め
て
訪

花
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を
散
布

す
る
と
き
は
、
次
の
３
点
に
留
意
し
、
ミ

ツ
バ
チ
に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
農
薬
か
ど
う

か
ラ
ベ
ル
で
確
認
し
、
使
用
上
の
注
意
事

項
に
従
い
適
正
に
使
用
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

計
画
な
ど
の
情
報
を
事
前
に
交
換
す
る
。

③
防
除
す
る
と
き
は
、
ほ
場
周
辺
を
十
分

確
認
し
、
散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
農
林
水
産
部
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

　
熊
本
県
農
林
水
産
部
畜
産
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１

サ
ツ
マ
イ
モ
基も

と
ぐ
さ
れ腐

病
の

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
平
成
30
年
度

に
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
令
和
２
年

10
月
に
は
熊
本
県
内
に
お
い
て
も
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
病
気
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
感
染
す
る

と
、
地
表
部
か
ら
茎
の
変
色
や
、
い
も
の

腐
敗
な
ど
が
起
き
、
ひ
ど
い
場
合
、
株
が

枯
死
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
定
植
時
期
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
病
気
を
防
ぐ
た
め
、
健
全
な
種
い
も
・

苗
の
使
用
、
畑
や
苗
床
の
土
壌
及
び
種
い

も
・
苗
の
消
毒
、
植
え
付
け
前
の
排
水
対

策
等
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
発
生
し
た
場
合
は
、
病
気
が
広

が
る
前
に
発
病
し
た
株
を
ほ
場
の
外
に
出

し
、
発
生
箇
所
に
登
録
薬
剤
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
病
害
虫
防
除
所

　
☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
４
９
０

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！

災

害

対

策

！

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
な
く
、
日
頃

か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　
少
な
く
と
も
５
日
分
以
上
の
フ
ー
ド
や

水
を
備
蓄
し
、ノ
ミ・ダ
ニ
の
駆
除
や
リ
ー

ド
の
準
備
、
ケ
ー
ジ
に
入
る
等
の
し
つ
け

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
や
迷
子
札
を
装
着
し

て
お
く
と
、
迷
子
に
な
っ
た
時
に
飼
い
主

の
も
と
に
戻
る
確
率
が
高
ま
る
た
め
、
必

ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体
の
募
集

　
熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路
に

お
け
る
清
掃
や
除
草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
申
し

込
み
が
可
能
で
、
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
な
ど
の

支
給
、
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の

加
入
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

く
ら
し
安
全

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
に

登

録

し

よ

う
！

▼
「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
は
、
子
ど

も
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の
安
全
確
保
や

地
域
の
犯
罪
防
止
を
図
る
た
め
、
県
内
で

くらしの情報

こうさの話題

県道御船甲佐線などの早期整備を
「小川御船間道路整備促進期成会」が県に要望

　2 月 1 日 ( 木 ) 県庁で、小川御船間道路整備促進期成
会 ( 甲斐高士会長 ) が道路整備に関する要望活動を行い
ました。宇城市から御船町をつなぐ同区間は、通勤通学
や物流において重要な路線ながら未整備区間も多いた
め、甲斐会長から宮島哲哉県道路都市局長に要望書が手
渡されました。同会では、県道御船甲佐線の田口橋歩道
橋の整備などを要望しています。

▲宮島熊本県道路都市局長 ( 右 ) へ要望書を手渡す小川御船間道路
　整備促進期成会の甲斐高士会長 ( 甲佐町長）
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くらしの情報

　児童手当は、中学校卒業 (15歳の誕生日後の最初の3月31日 ) までの児童を養育している人に支給されます。
　児童手当は原則として、申請した月の翌月からの支給となりますが、出生日や転入した日 ( 異動日 ) が月末に
近い場合、申請月が翌月になっても、異動日の次の日から数えて15日以内であれば申請をした月分から支給し
ます。申請が遅れると、原則として遅れた月分の手当を受けられなくなりますので、ご注意ください。
▼支給月額
　０～３歳未満　１万５０００円
　３歳～小学校終了前の第1子、第2子　１万００００円
　３歳～小学校終了前の第3子以降　１万５０００円
　中学生　１万００００円
※第1子の考え方は、18歳になった最初の3月31日までの子を基に算定します。
▼所得制限限度額・所得上限限度額
　児童を養育している人の所得が右
の表の（１）以上（２）未満の場合、
支 給 対 象 児 童1人 に つ き 月 額
５０００円を支給します。
　なお、児童を養育している人の所
得が（２）以上の場合、児童手当・
特例給付は支給されません。
※児童手当・特例給付が支給されな
くなったあとに所得が（２）を下回った場合、改めて認定請求書の提出が必要となります。
▼支給の時期
　原則として、毎年6月、10月、2月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。
▼申請に必要なもの
・受給者及び対象児童の健康保険証
・受給者名義の預金通帳 ( 受給者以外の口座へ振り込むことはできません )
・受給者および配偶者のマイナンバーカードまたはマイナンバー通知カード
・窓口に来られる方の本人確認書類 ( マイナンバーカード・運転免許証・パスポート等 )
※このほかに、住民票や申立書、所得証明書など、
申請に必要な書類がある場合があります。

　【お問い合わせ先】
　町福祉課　☎０９６ ‐ ２３４ ‐ １１１４

（１）所得制限限度額 （２）所得上限限度額
扶養親族等の数 所得額

( 万円 )
収入額の目安

( 万円 ) 
所得額
( 万円 )

収入額の目安
( 万円 ) 

０人 622 833.3 858 1071
１人 660 875.6 896 1124
２人 698 917.8 934 1162
３人 736 960 972 1200
４人 774 1002 1010 1238
５人 812 1040 1048 1276

所得制限及び所得上限限度額表

発
生
し
た
犯
罪
や
不
審
者
な
ど
の
情
報
を

警
察
か
ら
登
録
者
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

※
詳
細
は
熊
本
県
警
察
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
→

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

電
力
契
約
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
訪
問
し
て
き
た
電
力
事
業
者
が
、「
電

気
代
が
安
く
な
る
」
等
と
い
っ
て
検
針
票

を
見
せ
る
よ
う
に
迫
っ
た
り
、「
マ
ン

シ
ョ
ン
全
体
で
契
約
先
の
電
力
会
社
が
当

社
に
変
更
に
な
る
」
と
事
実
と
異
な
る
説

明
を
し
た
り
し
て
、
契
約
を
迫
る
と
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
転
居
し
、
新
生
活

が
始
ま
る
こ
の
時
期
に
も
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。

　
電
力
契
約
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
で
お
困
り
の
場
合
は
、
局
番
な
し
の

「
１
８
８
」
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。
お
近

く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
繋
が
り
ま

す
。

児童手当は忘れずに申請してください
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北
川
直
美 

選

石
頭

　
時
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ�

広
田
み
ど
り

石
頭

　
親
爺
そ
っ
く
り
打
ち
あ
う
な�

下
山　
千
恵

石
頭

　

許
し
て
欲
し
い
彼
の
こ
と�

志
垣　
　
光

石
頭

　
頭
突
き
を
し
た
ら
負
け
ら
し
た�

平
井
や
よ
い

石
頭

　
爺
さ
ん
に
妙
薬
欲
し
か�

光
永　
　
六

石
頭

　
令
和
の
世
で
も
先
ず
神
事�

井
元
あ
ざ
み

石
頭

　
上
司
と
喧
嘩
辞
職
し
た�

日
高　
美
里

石
頭

　
ご
っ
つ
ん
し
て
も
瘤
出
来
ず�

上
田　
梅
清

石
頭

　
笑
わ
れ
よ
っ
と
気
付
か
ん
か�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

塚
原
暁
益 

選

寒
い
中
白
木
蓮
の
花
盛
り

道
行
く
人
の
心
な
ご
ま
す�

赤
星　
文
子

繰
り
返
し
放
映
さ
れ
る
被
災
地
に

行
方
の
知
れ
ぬ
人
の
悲
し
き�

吉
永
由
紀
子

眠
れ
ぬ
夜
古
い
ア
ル
バ
ム
持
ち
出
し
て

旅
し
た
頃
の
笑
顔
な
つ
か
し�

池
田
キ
ヨ
子

朝
起
き
の
辛
さ
も
忘
れ
ピ
ア
ノ
曲
に

癒
や
さ
れ
な
が
ら
首
ま
わ
し
お
り�

赤
星　
延
子

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
り
し
同
窓
会

五
月
に
決
ま
り
心
ブ
ギ
ウ
ギ�

内
田
乃
武
子

口
ず
さ
む
「
ど
こ
か
に
春
が
生
ま
れ
て
る
」

春
待
つ
日
々
の
希
望
の
歌う

た詞
よ�

緒
方　
明
美

限
り
な
く
遠
さ
を
保
ち
い
る
ご
と
く

「
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
」
の
清
楚
な
花
よ�

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～弥生～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①キャベツを3～4㌢くらいにザクザク切り、
芯は食べやすく切ります。

②ハムを一口大に切り、カニカマもハムと同
じくらいにします。

③ボウルに卵を割りほぐし、塩とコショウを
加えてよく混ぜ、マヨネーズもここで加え
ます。

④フライパンにサラダ油を熱し、①②を強火
で炒めます。キャベツがしんなりしたら、
③の卵液を流し入れ、大きく混ぜ半熟くら
いになったら火を止めます。

⑤蓋をして１分ほど蒸らすとふっくらして美
味しくなります。好みでケチャップを添え
ましょう。

春キャベツのマヨネーズ炒め

　
春
は
雨
が
多
い
と
は
言
い
ま
す
が
、

今
年
は
特
に
多
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
は
、
先
日
開
催
さ
れ

た
「
緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

こ
う
さ
２
０
２
４
」
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
日
も
生
憎
の
雨
模

様
で
し
た
。
参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
共

に
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
歩
い

た
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
は
、
今
回
の
取

材
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
す
。
カ
メ
ラ
だ

け
は
濡
れ
な
い
よ
う
死
守
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
寒
四
温
で
暖
か
い
日
も

増
え
て
い
ま
す
。
甲
佐
町
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
体
育
館
な
ど
も
併
せ
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
町
内
に

は
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
が
多
く
あ
り

ま
す
。
春
の
心
地
い
い
気
候
の
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
ず
）

　柔らかい葉の「春キャベツ」は生で食べたいけど、量はたくさん食べられ
ません。でも、火を通すとたくさんの量が食べられます。みそ汁の具やロー
ルキャベツにしたら汁ごと食べられ、まるごと栄養がとれます。栄養素であ
るビタミンU、C、Eなどで胃腸を守る。免疫力がアップする。血骨を丈夫
にし、むくみ改善などが期待できます。

【材料（４人分）】
春キャベツ……………1/2個
ロースハム………………４枚
カニカマ……………好みの量
卵……………………４～５個
塩…………………ひとつまみ
コショウ…………………少々
マヨネーズ…………大さじ４
サラダ油………大さじ１～1.5

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

�

ひとの動き
２月11日（日）～３月10日（日）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・上利　伸男様　　東京都
・草間　徹　様　　埼玉県
・梶原　満　様　　三重県
・青木　優祐様　　愛知県
・松村　公介様　　東京都
・鎌田　満　様　　千葉県
・花城　実　様　　千葉県
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
糸田 山口　トシエ 97 トシエ
中横田 田上　孝 98 久美子
大町 田上　カメ子 102 カメ子
中横田 田上　壽行 84 壽行
芝原 下坂　一郎 93 一郎
上早川 佐藤　敬一 93 敬一
船津 日隈　美昭 94 美昭
上早川 高田　信子 84 治
坂谷 光永　トシコ 100 アキエ
東寒野 井芹　敏治 94 敏治
上揚 曽我　智子 59 健二
中横田 本田　安 93 さよ子

ほか５人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

　　　　今月の婚姻夫婦　２組

　　　　今月の出生児　１人
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ニ
ラ
畑
を
背
に
笑
顔
を
見
せ
る

の
は
、
甲
佐
産
の
ニ
ラ
を
た
っ
ぷ

り
入
れ
た
「
甲
佐
ニ
ラ
ち
ゃ
ん
焼

き
そ
ば
」
で
、
熊
本
や
福
岡
を
中

心
に
屋
台
販
売
を
展
開
す
る
ク
マ

ガ
イ
さ
ん
。

　
焼
き
そ
ば
を
作
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
熊
本
地
震
で
被
害

の
大
き
か
っ
た
甲
佐
町
に
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
感
じ
、
姉

や
中
学
・
高
校
の
先
輩
や
そ
の
家

族
、
デ
ー
タ
分
析
を
得
意
と
す
る

友
人
な
ど
に
声
を
か
け
参
加
し

た
、２
０
１
９
年
に
行
わ
れ
た「
内

閣
府
地
方
創
生
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
全
国
大
会
だ
っ
た
。
全

国
か
ら
８
０
０
を
超
え
る
チ
ー
ム

が
参
加
す
る
中
、
結
果
は
大
学
生

一
般
以
上
の
部
で
２
位
を
受
賞
。

大
会
へ
の
出
場
に
あ
た
り
、
ニ
ラ

農
家
さ
ん
の
協
力
も
大
き
な
力
と

な
っ
た
と
の
こ
と
。

　
大
会
は
、
国
が
提
供
す
る
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
）を
使
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、

そ
の
デ
ー
タ
か
ら
町
の
強
み
を
導

き
出
し
「
ニ
ラ
」
に
着
目
し
た
。

更
な
る
生
産
量
の
ア
ッ
プ
や
出
荷

先
の
新
規
開
拓
な
ど
、
ニ
ラ
に
よ

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
ア

イ
デ
ア
が
高
く
評
価
さ
れ
、
さ
ら

に
自
分
た
ち
で
簡
単
に
美
味
し

く
、
ニ
ラ
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
も
の

を
と
考
え
、
誕
生
し
た
の
が
「
甲

佐
ニ
ラ
ち
ゃ
ん
焼
き
そ
ば
」
だ
っ

た
。

　
現
在
、
週
末
と
祝
日
に
熊
本
や

福
岡
で
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
、
ろ
く
じ
館
に
も
定
期
的
に

出
店
し
て
い
る
。
今
で
は
百
貨
店

で
熊
本
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て

親
し
ま
れ
る
ま
で
に
成
長
。
イ
ベ

ン
ト
に
よ
っ
て
は
客
の
半
数
以
上

が
リ
ピ
ー
タ
ー
な
こ
と
も
あ
る
。

出
店
の
際
に
は
、
い
つ
も
甲
佐
町

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
パ

ネ
ル
ボ
ー
ド
を
携
え
、「
甲
佐
町

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
一

言
添
え
て
焼
き
そ
ば
を
販
売
し
て

き
た
。

　
「
県
外
に
行
く
と
ま
だ
ま
だ
甲

佐
町
が
知
ら
れ
て
な
い
の
が
悔
し

い
。
も
っ
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
！
」
と
意
気
込
む
ク

マ
ガ
イ
さ
ん
。「
今
後
は
、
農
家

さ
ん
と
も
っ
と
連
携
し
て
い
き
た

い
。
私
が
代
表
に
な
っ
た
こ
の
２

年
弱
は
認
知
し
て
い
た
だ
く
事
に

力
を
入
れ
て
き
た
の
で
、
次
は
、

加
工
品
開
発
や
店
舗
開
業
に
も
着

手
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
自
身
が
海
外
で
５
年
ほ
ど
働
い

た
経
験
を
活
か
し
「
夢
は
海
外
進

出
！
」
と
語
る
ク
マ
ガ
イ
さ
ん
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
っ
た
も

の
の
全
く
の
素
人
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
毎
日
で

す
」
と
話
す
笑
顔
は
希
望
と
期
待

に
溢
れ
る
。

「
ニ
ラ
」
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

焼
き
そ
ば
で
町
を
元
気
に
！

Kosa
Style
こうさ スタイル

クマガイ ケイコ /Kei カンパ
ニー代表。幼少期から過ごした
甲佐町に事務所を構え、甲佐ニ
ラちゃん焼きそばの屋台販売の
傍ら町の PR にも積極的に取り
組んでいる。

〔田口区〕

広
報
こ
う
さ

2024
April
N
o.657

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
U

RL　
https://w

w
w

.tow
n.kosa.lg.jp/

クマガイ 佳子さん
Keiko Kumagai
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